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1.はじめに

廃棄物最終処分場のしゃ水工は鉛直しゃ水工と表面しゃ水工の2種類に区分することができる。

鉛直しゃ水工は地中に難透水性層が水平方向に広がっている場合に垂直または斜めにしゃ水工を施

工し、処分場内外の水の移動を締め切る方法であり、表面しゃ水工は処分場の地盤の透水係数が大き

い場合(透水係数が1Q-5cm/secのオーダーよりも大きい場合)に採用される方法である。

ここでは、廃棄物最終処分場の表面しゃ水工として高密度ポリエチレン製(HDPE)ジオメンブレンを

施工した事例を紹介する。
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3.おわりに

表面しゃ水工に要求される性能は最終処分場の計画によって様々である。

一般的に表面しゃ水工に要求される性能は次に示す条件等から決められることが多い。

1}廃棄物の種類

2}基礎地盤の土質条件

3}最終処分場の管理レベル

4}周辺環境への配慮

5}その他(地域住民への配慮など)

このことから、ここで紹介した事例のように廃棄物最終処分場のしゃ水工の"しゃ水"に係わる要求

性能は各々の現場毎に変化する。

また、最近の技術革新によって精度の良い漏水検知システムが開発されており、しゃ水工に要求さ

れる性能は、今後さらに向上するものと考えられる。

今後、廃棄物最終処分場の要求性能に応じたジオメンブレンによるしゃ水工を提案することができ

るよう、設計・施工技術のとりまとめを行いたいと考えている。
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